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市
民
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
改
革
と
は
。

　
　

大
切
な
税
金
を
一
円
た
り
と
も
無
駄
に
し
な

い
と
い
う
姿
勢
で
市
民
の
視
点
で
市
役
所
を
捉

え
、
そ
の
上
で
新
庁
舎
建
設
や
組
織
の
見
直
し
を

初
め
、
各
種
事
業
の
評
価
、
検
証
を
行
い
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
組
織
機
構
と
は
。

　
　

グ
ル
ー
プ
制
の
あ
り
方
を
初
め
、
現
行
の
組

織
体
制
に
つ
い
て
、
名
称
を
含
め
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
形
へ
と
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　
　
情
報
公
開
で
心
が
け
る
点
は
な
に
か
。

　
　

本
市
の
課
題
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
す
る
た

め
に
も
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
方
々
に

積
極
的
に
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
庁
舎
建
設
の
経
過
は
ど
の
よ
う
に
公
開
す
る

の
か
。

　
　

市
庁
舎
整
備
懇
話
会
や
市
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
の
概
要
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ

れ
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

意
見
を
も
と
に
島
原
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
案
を

作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
長
を
囲
む

懇
談
会
で
概
要
の
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
出

さ
れ
た
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
島
原
市
庁
舎

建
設
基
本
構
想
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を

明
ら
か
に
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
し
ま
ば
ら

な
ど
で
順
次
公
開
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
　
岩
手
県
滝
沢
村
（
柳
村
純
一
村
長
）
の
事
例

に
何
を
学
ぶ
か
。

　
　

縦
割
り
行
政
の
壁
を
超
え
て
職
員
が
生
き
生

き
と
し
た
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
や
情

報
公
開
を
参
考
に
し
、
本
市
の
課
題
を
市
民
の
皆

様
と
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　
　
公
開
ラ
ン
ダ
ム
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

建
設
工
事
等
の
入
札
会
場
で
、
パ
ソ
コ
ン
を

用
い
た
公
開
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
る
予
定
価
格
及
び
最

低
制
限
価
格
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

例
等
も
調
査
し
な
が
ら
、
現
在
、
実
施
に
向
け
て

研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
諫
早
湾
干
拓
開
門
調
査
に
向
け
て

　
　 

本
市
の
人
口
の
推
移
と
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
と
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
二
十
二
年
が
四
万
七
千
四
百
五
十
五
人
、
二

年
が
五
万
六
千
九
百
三
人
で
あ
り
、
比
較
す
る
と

九
千
四
百
四
十
八
人
の
減
少
で
あ
る
。

　
　
人
口
減
少
に
よ
り
、
行
政
に
影
響
が
出
て
く

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

税
の
増
収
が
見
込
め
ず
、
一
方
で
は
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
、
社
会
保
障
関
係
の
支
出
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
人
口
減
少
は
、
町

内
会
・
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
の
活
力
や

地
域
経
済
の
減
退
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
人
口
減
少
対
策
の
成
果
と
評
価
は
ど
う
か
。

　
　

直
接
的
に
は
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
な

ど
、
間
接
的
に
は
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
、
地
場

企
業
の
支
援
や
ジ
オ
パ
ー
ク
等
を
活
用
し
た
観
光

活
性
化
等
を
実
施
し
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の
寄
与
は

見
ら
れ
る
が
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
た

め
、
さ
ら
な
る
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
の
本
市
の
人
口
の
見
込
み
と
減
少
抑
制

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

十
五
年
後
の
二
千
二
十
五
年
に
は
、
三
万
七

千
人
台
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
企
業
誘
致
の
積
極
的
な
推

進
、
地
場
企
業
の
拡
大
、
農
業
者
へ
の
支
援
、
さ

ら
に
は
赤
ち
ゃ
ん
オ
ム
ツ
支
援
事
業
等
に
取
り
組

み
、
少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
　
島
原
中
央
道
路
の
開
通
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
　

市
内
中
心
部
の
渋
滞
緩
和
は
図
ら
れ
た
が
、

広
域
農
道
の
交
通
量
が
急
増
し
て
い
る
。

　
　
①
広
域
農
道
の
安
全
対
策
、
②
児
童
生
徒
へ

の
安
全
指
導
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　

①
信
号
機
の
設
置
や
歩
道
の
整
備
、
防
犯
灯

の
設
置
な
ど
総
合
的
な
協
議
を
行
っ
た
。
②
徒
歩

の
場
合
の
一
列
歩
行
、
横
断
歩
道
を
渡
る
、
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
交

通
安
全
指
導
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
橋
梁
（
橋
）
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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